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R何
回
の
「
敏
老
の
日
L

か
ら

n日
ま
で
の
1
週
間
は

d
老
の
B
・
#
支
宿
祉
週
間
L

で
す
。
現
在
、

市
の
お
年
寄
り
の
人
口
ガ
市
の
総
人
口
の

7
%を
超
え

u高
齢
化
社
会
8

に
到
達
し
だ
こ
と
巳
怠
り
ま
す
。

人
口
の
高
齢
化
は
家
族
の
あ
り
方
を
は
じ
め
、
地
紙
社
会
や
各
職
域
な
ど
身
近
怠
と
こ
ろ
に
お
い
て
も
さ

ま
さ
ま
な
問
題
ガ
提
起
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
盤
か
な
生
き
ガ
い
の
あ
る
高
齢
社
会
を
第
く
た
め
、
世
代

を
超
え
だ
共
通
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
ガ
あ
り
ま
す
。
合
年
も
、
老
人
褐
祉
選
問
に
ち
な

ん
で
「
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
し
催
し
物
を
潤
催
し
ま
す
。
昨
年
の
好
評
巳
こ
だ
え
て
2
回
目
の
行
事
で

す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
H

老
い
へ
の
対
応
d

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

H
H
福
祉
課
老
人
福
祉
係
H

.料鰯
抑揚λ
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i
時

ユ
ニ
ー
ク
な
フ
ア
ソ
ン
ョ
ン
ン
ョ
ー
で

す
}
ぜ
ひ
ご
泣
く
だ
さ
い
。
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圏

の
こ
相
誌
を
お
受
け
し
ま
す
。

V
内
容
キ
リ
ハ
ビ
リ
相
誌
*
介
護
相

誌
*
健
康
相
説
*
年
令
・
法
律
相
談

V
相
談
時
間
午
後
0
時
四
分
1
1
時

四
分
お
よ
ひ
午
後
4
時
1
5
時

品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

wv
出
演
三
国
連
太
郎
、
若
山
富
三
郎
、

佐
一
時
オ
リ
エ
ほ
か

V
上
映
時
間

2
時
間
4
分

いろいろあります老人撞祉サービス

事業内容対 象 者

65歳以上の病弱なひと

り暮Lの方で安否的確

認ヵ、必要である場合。

ね
た
審
問
ν審
人

縄
問
粥
性
審
人

担
問
額
融
髄

ね
た
き
り
主
人
や
揃
呆
性
老
人
か
」
介

議
し
て
い
る
方
が
、
病
気
、
出
産
、
事

故
、
冠
婚
葬
祭
な
と
の
や
む
を
え
な
い

事
山
て
介
諮
て
き
を
い
埼
介
、
一
時
的

に
施
長
に
保
護
し
、
お
世
話
を
し
ま
す

u

〈
期
間
・
費
用
V

原
則
と
し
て
?
円
以

内
で
、
生
活
費
と
し
て
1
日
1
8
0
0

円
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
申
時
間
方
法
〉
人
所
希
望
者
は
、
申
請

書
に
必
要
事
項
玄
記
入
し
、
診
断
書
を

添
付
し
て
、
福
祉
課
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
“

〈
入
所
施
設
v

特
別
養
護
主
人
ホ
l
ム

「
久
遠
苑
」
(
円
売
)

事業名

乳

酸

菌

飲
料
給
付

¥1，居老人、事故防止及

び健康増進。

孤独感の解消。 j"居老

人的事故防止止ひ棺談

D1J言。

エ7-7ノト、特殊寝

台、その他日常生活用

具を給付(貸与し

上

心

以

中

。

月

計

帝

か

生

世

6

、
の

で

で

税

卜

り

課

以

き

非

歳

た

が

日

ね

昔

ね
た
き
り
老
人

日
常
生
活
用
具

結
付
(
貸
与
)

時

65歳以上この病弱なひと

り暮しの方。

老
人
福
祉

電
話
設
置

必

要

な

lクラブ年額 2万円、

1名につき年額 1，000

Plをクラフへ交付。

毎年 911 1日現在、市|民生委員に依領Lて品

内屑fjーのG5長以上の方。|杓を支給コ

民生委員に依頼して I

万円支給。

人一日干支
J
手
}円古川吋ー向ー年

癒

2

院

医
、
入

る

で

て

ト
み
十

n
l
ν

に

る

続

。

法

れ

継

き

健

り

上

と

保

け

以

た

人

受

月

れ

老

を

か

き

57歳以上のおおむね50

人以上町会員を有する

クラブ。

毎年 911 1日現在、市

内居住町77哉の方。

高
齢
者
療

養
見
舞
金

支

給年

老
人
テ
ラ

ブ
活
動
助

成
金
交
付

敬
老
祝
金

支

給

敏
老
祝
品

支

給

民生委員にfldnして見

舞品を烹し上げます。

65歳以一上町ねたきり老

人。

ね
た
き
り

老
人
見
舞

品

支

給
関

501 

民生委員に依頼し、色

紙を差 L上けますじ

民生委員に依開し、祝
80歳以上で県内居住者。|

品を差L上げます」

下 総基 地

自首年結
I 50周年を迎えられたこ

記婚

念r21 夫婦の}j，
塁品周

敬
老
祝
品

支

給
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9月13，14，15日
V を 1J な

9 約 九 り 当
11時! !こま臼

しさす L土
問家 L、グ〉

てです u で iり
とのな 、道
午でお没 3
f糸、子，巷 5
4 二主義登 6
時 総 テ 祭 号

( レ 官 報
イすだどのれ
与さで滋-，、 i:tオミさi;
階。 RIこ yう

結 言己主主
分内-)~ J'tfi 

Eヨき 11'
T主主子 11
で辛と

j邑片
ニ 1子 11'1
の lご:iIfi
1';;;ご?丁
械 f品に

加
地
溜
区
域

内
の
家
躍

払
初
日
%
の
方
位
、
下
水
道
い
か
盤
備
さ
な
フ
て
か
ら
3
年
以
内
に
、
本
没
綬
術

れ
て
い
る
の
に
本
法
化
工
事
を
行
っ
て
に
改
造
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
こ
う
ち
Z
作
ぐ
ら
い
な
ら
い
い
ま
す
心

が
手
町
民
沼
浄
花
開
訪
げ
に
な
り
ま
す
し
、
下
求
道
的
1
0
0
%
夜
間
出
を
滋
る
た

一
下
水
滋
法
」
に
よ
る
と
、
ド
水
道
処
ヵ

ιも
、
ま
だ
本
法
化
し
て
い
な
い
ご

昭
品
川
悦
滅
的
め
い
建
物
的
所
作
明
者
は
、
ム
口
一
町
家
庭
は
主
一
日
も
一
平
く
本
法
ト
イ
レ
に

波
市
出
、
滋
門
T
U
排
本
金
ど
を
必
滑
な
く
公
改
造
し
て
く
だ
さ
い
句
な
わ
山
、
同
地
法
一
也

統
(
下
本
淡
に
機
内
杭
し
山
広
け
れ
ば
な
り
ま
成
山
内
で
、
現
品
、
浄
化
機
会
使
紛
し
て

せ，
A
b

〈
み
欲
吹
ル
叫
に
つ
い
て
も
吻
特
ド
水
中
鴻
へ
の
絞
機
松
波
に

判
明
な
浅
山
闘
が
な
い
限
り
、

M

油
機
阪
城
に

9
月明山

B
H回
、
下
水
還
促
進
テ
ー
で
す
a

こ
れ
は
、
園
や
地
方
公

共
中
山
体
、
熔
問
胡
什
注
目
出
ガ
一
体
と
怠
っ
て
、
計
画
的
な
下
水
道
整
出
隔
を

進
め
よ
う
と
設
け
ら
れ
友
も
の
で
、
本
古
川
で
も
、
下
水
道
事
業
巳
は

ん
間
年
多
畿
の
綴
掛
見
守
哲
没
入
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ぜ
っ
か
く
建
設

し
警
本
糊
組
織
後
々
必
ず
し
も
設

え
法
投
'
向
。
下
水
滋
揃
制
緩
即
時
繍
型
的
で
、

い
滋
い
怒
附
燃
は
百

U
い
た
丸
一
内
生
活
と
滋
い
か
か
れ
り
を

持
ち
-
夜
明
刊
と
し
て
重
警
な
役
割
会
員
恥

た
す
本
も
、
相
内
本
と
し
て
そ
的
ま
ま
泌

?
引
に
流
さ
れ
ま
す
と
、
水
質
汚
濁
や

華
内
九
め
困
地
出
闘
と
な

η
ま
ず

そ
っ
し
た
汚
点
キ
江
決
め
て
両
生
的
に

地
澄
し
、
浄
化
し
て
践
枚
、
専
に
践
す
役

践
を
し
た
ワ
、
総
本
を
涼
や
か
に
排
除

輪
同
轟
韓
縫
錨
錦
繍
範

書籍716努

N
W
要
不
可
欠
で
あ
る
下
水
議
?
?
が
、

そ
的
核
備
が
な
探
れ
て
い
る
丹
が
淡
状

です也み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
問
問
、
台
管
課
め

て
い
た
だ
き
、
下
水
道
の
普
及
と
十
分

な
活
用
を
図
る
B
約
で
、
下
水
送
促
進

テ
ー
が
実
施
き
れ
て
い
ま
す
。

mm知
山
山
年
3
開
月
来
夜
定
、
本
市
内
公

共
下
水
滋
管
及
準
は
人
口
父
守
山
品
%
で

す
が
、
水
泳
化
獄
中
か
ら
!
ま
す
と
総
得

Cココみこし、向車のi通行

中t立片樹通行l二年ります

交i謹幾籾s場宍道路i立、
盛義主撃を努して歩きまし

ょフ。

今
は
お
い
し
い
く
だ
も
の
円
ま
綴
り
問

例
年
、
後
光
州
同
田
淵
を
行
っ
て
い
ま
宇
が
、

表
鮮
な
く
だ
ち
丹
を
直
接
自
分
的
手
で

も
草
と
れ
る
と
、
大
変
好
評
で
す
。
日

程
呂
は
ど
ク
一
ノ
ク
を
兼
ね
て
、
家
扶

そ
ろ
っ
て
い
も
筏
り
、
く
り
拾
い
、
ぶ

ど
う
狩
り
キ
行
う
て
み
ま
せ
ん
か
百
こ

せ
ん
か
α
ニ
と
し
も
9
月
下
旬
ま
℃
ぷ

ど
?
と
な
L
め
も
さ
と
り
叫
問
中
允
L

を、

日
間
付
上
初
ま
で
「
い
ら
綴
り
い
「
く
り
紛
い

合
ぬ
け
い
ま
す
っ
作
仙
川
も
災
い
的
て
‘
味

料
見
合
十
分
神
抑
制
鳴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
心

地
組
問
削
主
は
次
め
と
お
り
せ
す
。

マ
よ
ど
ヲ
持
ホ
…
維
盤
側
4
4
1
1

し
阿
拍
悶
↑
同
党
一
世
附
1
4
6
9

り
田
村
果
関
自
制
之
さ
0
8

下
水
溝v

v
 

書
uvna 

等
め
を
か
カ
ら

F
本
道
門
戸
賢
治
、

そ
の
ぬ
系
を
と
ら
、
え
た
写
真
で
日
黒
、

カ
ラ

i
プ
リ
ン
ト
と
も
に
可
c

サ
イ
ズ

は
考
ャ
ピ
ネ
か
ら
4
州
W
M
判ま品、

ハ
ポ
キ
1
枚

V
滋
u
ワ
ん
均
一

γ
i
o
宮
市
爪
ぶ
総
千
代
間

町
民
泌
総
叫
庁
前
町
コ
ヲ
徐
6
ザ

芳
和
知
却
由
。
屯
対
前
町
パ
?
ク
ピ
ル
一
枚
)
け
本

下
水
滋
協
会
下
水
道
い
ろ
い
ゐ
コ
ニ

ク
;
ル
作
ふ
浮
い
果
係

宮
(
山
山
)
;
2
6
3
1
4
6
9
1

V
問
い
合
わ
せ
下
水
道
課

日
常
丹
生
活
文
化

書量命と工事の進む下水道重

きょう|誌

、問3誌の日込
ふるって

会
…
怒
ん
正
し
て
付
イ
L

/
い
か
明
り
ま
す
の

お
精
進
い
な
い
上
、
っ
ニ
ハ
一
正
窓
く
だ
き
た

サ
イ
レ
ン
~
約
時
叫
V
J

休
ろ
「
約
日
刊

行
)
主
将
り
返
し
ま
す
し

マ
問
い
合
わ
せ
庶
務
課

V
時
間
午
告
別
8
時

m分
3
日
時
必
λn

v場
所
滋
北
古
西
小
学
校

マ
州
刑
胡
開
噴
阿
国
@
窓
辺
住
田
氏
及
び
間
見
窓

鈴木農憧(ぶどう)日毒事書室長義{いも)

花
山
間
槻
一
件
間
協
の
協
力
を
得
て
、
持
上
ひ

さ
}
作
州
制
間
同
こ
ま
っ
盗
に
よ
A

W

2

絡

に
咲
く
花
j
重
役
続
十
何
神
社
物
議
i
A

を
上
清
し
ま
す
"

持

保

母

V
M町
議

す
抑
制
問
問
問
丹
1
m
m
以
総
叫
附
慨
に
応
仁

てマ
勤
務
時
間
同
午
牛
車
8
品
川
狩
分
か
ら
干

i
i
l戦
光
じ
た
は
ず
的
溶
き
ぶ
;
ス

mm
勺
て
与
で

M

時
い
人
々
内
心
に
闘

い
花
を
映
か
吐
た
i
i
i
井
上

υ怒
し
…

流
の
ユ
ー
モ
ア
ト
ど
人
間
殺
に
あ
ふ
れ
た

内
ぷ
て
す

v
n
u
時
山
片
山
品
円
一
土
)
午
抱
G
時山同

夜マ
場
所
市
民
会
舘
ホ

i
ル

マ
入
場
料
2
5
0
0
同
一
全
臼
市
常
)

V
問
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
深

時M
P

一
的
〉
1
1
5
1

曹
人
同
噛
戦
胤
叫
蹴
刊
叫
m
m
γ
川内ゆ
mw
活
/
ル
仏
政

502 

ル
ー
/
州
州
化
マ
ノ
ペ
ン
内
あ
び
ニ
付
!
と
ス

セ
ン
タ
ー
/
ポ
ピ
i

/
十
…
絞
殺
淡
/

中
央
公
民
館
/
十
mM内
係
阜
市
総
湖
北
台
分

続
/
市
民
図
書
館
あ
仲
間
分
餓
/
前
夜
会

館
内
売
出
V
ろ
か
り

の

童委

{
市
間
め
も
の
に
脚
部
品
《
添
付
ぺ
州
内
絞
殺

格
取
得
証
明
常
時
的
等
、
し
、
州
問
絞
殺
崩
滋

へ
仲
村
接
し
て
く
だ
さ
い
、

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
利
属
し
や
す
く

県
て
は
、
中
小
舟
畿
の
背
さ
ん
に
い
供

向
子
で
設
洛
近
代
化
資
金
を
殿
資
し
て

い
ま
い
9
。
間
哨
和
mm
年
前
出
か
ら
内
川
付
限
絞

緩
め
れ
糸
、
ふ
し
げ
部
借
り
入
れ
子
μ
抗
議
内

一
線
が
々
点
き
れ
、
手
い
り
に
判
附
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
に

wv
焚
付
絞
殺
繍
鉱
山
閉
め
2
分
的
1
以

内
で
3
0
0
0
万
m門
ま
で

wv
保
証
人
2
人
a

法
人
mw
埼
会
3
人

〈
う
ち
1
人
は
叫
札
制
作
の
詩
句

wv
申
し
み
み
・
糊
問
い
合
わ
せ
祭
筏
支

悪
襲
な
訪
問
販
売

ι吋

最
近
、
浄
化
稽
荷
係
的
機
器
や
消
毒
な
い
な
ど
口
か
ら
山
山
ま
か
せ
ぞ
い
う

射
な
ど
を
巧
秒
な
手
口
で
、
し
か
も
市
本
消
毒
剤
が
な
く
を
っ
て
い
る
の
で
議

機
的
数
治
的
繍
協
や
発
り
宇
く
悪
質
な
充
に
き
た
と
滋
綴
な
料
金
を
諮
求
ず
る
つ

静
止
替
が
門
口
ぶ
ち
ま
す
羽
こ
れ
ら
の
被
害
お
む
の
宵
か
ら
来
た
と
か
、
管
療
業
者

に
み
わ
な
い
よ
っ
、
次
的
よ
う
な
チ
悶
や
d

昨
日
開
ゑ
蓄
の
名
時
制
を
的
)
ふ
し
て
腔
問
削
明
君

も
し
ゅ
片
山
鴎
閣
の
約
終
で
数
派
や
開
削
糊
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あ
り
ま
ぜ
ん
ぐ

t
た
が
ゥ
て
子
防
カ

一
葉
切
で
す
ね
予
約
は
ま
ら
む
る

み
糸
川
引
カ
を
刻
め
る
た
め
に
あ
ん

か
1
め
紛
い
芯
本
を
校
射
し
て
お
い

て
、
体
内
に
片
山
必
お
そ
っ
く
吋
て
お

き
ま
す
~
従
捜
療
法
)
。
す
べ
て
の
務

似
は
、
仲
間
P
R
に
な
る
前
に
予
防
ι

す
る

〉
、

J
一
r
、
私

7
;

グ

カ

読

J
弓
て
す

L
 

す
る
人
が
い
ゑ
す
ム
カ
刀
掛
数
惜
盆
山
絞
在
は
血

液
約
中
い
に
い
品
依M
一々丸号dれ号h公怨
ω
端
端
附
際
糾
が
ふ
え
た
た

均
に
一
お
肘
与
た
状
拙
態
口
で
あ
つ
て
‘
仲
間
山
内

試
と
は
ま
っ
た
く
通
い
ま
す
~
判
明
岳

は
法
律
で
録
制
問
的
に
附
川
内
民
的
子
治

注
射
を
し
て
い
る
の
亡
、
税
い
人
は

開
山
内
附
叫
に
か
か
っ
に
く
く
な
っ
て
い

$
1
1
高
齢
古
や
「
訪
日
討
を
し
て

な
い
人
は
、
こ
m
内
総
主
る
べ
く
予
防

一
注
射
を
し
て
お
九
ろ
ま
し
ょ
-
2

病
気

に
か
か

2

れ
に
人
に
は
、
よ
4
Z品
に
き
〈

品
別
払
村
山
撚
治
主
正
射
す
る
日
以
外
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
血
協
を

ι財
ず
る
と

J
q
市
開
か
感
染
し
て

4
、

ど

か

ら

で

ま

す

u

J

U

ッ

と
浅
く
で
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
い
い

く
か
ら
主
状
ln
で
る
ほ
ど
議
機
ど
と
い

わ
れ
て
い
ま
す

中
間
い
い
も
み
い
た
通
り
、
キ
ズ
は
深
い

れM
し
的
ル
む
R
4
い
し
な
い
人
も
ん
ア
主
く
あ

発
熱
な
ど
L
U

配
な
と
き
N
M
R
ヨ
ム
訂
版
協
り
ま
せ
ん
一
抹
け
か
か
る
時
矧
も
6
な

に
制
訟
の
徒
、
わ
お
い
て
〈
必
然
C

い

“

か

ら

日

歳

〈
h

い
に
か
け
て
は
け
か
わ

]

相

減

難

勧

梱

翻

一

り

ま

す

が

、

礼

吉

芸

名

手

久

的

」
に
一
九
wmwし
ま
す
カ
九
大
事
に

t
s人
し
も

い
ら
い
ら
す
る
、
絞
れ
な
い
、
や
る

気
が
お
き
な
い
身
体
的
に
椴
殺
し
て

も
異
常
は
奇
い
が
、
ど
ニ
と
な
く
す
っ

き
り
し
な
い
、

川
附
的
協
れ
い
〆
タ
!
?
は
、
そ
ん
な
心
内

総
み
念
持
フ
た
山
々
の
た
め
に
、
精
神
後

ゑ
相
談
長
一
汀
っ
て
い
ま
す
。
心
的
持
ち

方
や
考
え
十
刀
H
V
ど
っ
と
ず
い
ぶ
ん
市
民
わ

る
も
の
℃
す
、
か
と
り
ぞ
れ
附
ま
な
い
て

矢
部
枇
に
ど
判
例
〈
幻
き
い

wv
母
L
ぬ
み
市
貼
詰
予
約

uu
時
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
、

マ
担
当
持
続
肉
料
)
政
機
山
必
郎
氏
念

相
附
‘
予
約
内
生
ゲ
へ
や
殺
生
出
ん
の
お
〈

そ
寺
ど
に
感
染
し
て
お
・
」
る
比
例
災
で

す
の
ま
た
、
時
に
は
飯
山
肌
で
き
と
な

い
火
災
な
と
に
も
ぬ
仰
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
・
9
b
ょ
の
市
山
は
空
気
に
ふ
れ

る
と
殺
り
冷
え
ま
せ
ん
(
線
気
根
際
可

し
た
が
う
て
語
い
暫
し
々
ズ
や
、
ル
H

や
釘
な
ど
{
料
甘
に
き
が
射
訓
〆
で
制
し

た
キ
ズ
は
、
設
耐
汎
に
品
れ
に
く
い
の

で
刊
紙
議
し
や
す
く
な
り
ま
ナ
。

一
波
感
染
す
る
と
も
パ
イ
防
御
か
ら

神
経
を
は
促
す
ぎ
」
一
安
m
r
神
絞
殺
〉
が
山
山

る
の
で
、
作
柄
拘
か
ム
ゾ
イ
レ
ン
し
て
呼

明
が
で
ゐ
げ
な
く
な
っ
て
死
仁
し
ま
す

2

ニ
的
病
気
に
ふ
刀
か
る
と
、

M

j
山間
ω郊

の
N
M
い
托
て
卒
に
な
り
ま
す
司
山
川
れ

の
症
状
は
、
議
内
カ
ケ
イ
レ
ン
す
る

の
で
、
物
が
政
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た

ヨ
、
後
ド
ア
ち
コ
ー
と
い
ヲ
本
h
r
L守

i

p

ヌ

!
j
d
J
Z
J
i
f
t

ー

ケ
イ
レ
ン
の
た
め
に
?
一
わ
は
っ
た
り

潔いキズ、汚ないキズにjゑ窓

日付
F

一
り
や
検
仲
間
℃
ぶ
/
八
て
い
h
v
l

人は

い
ま
対
ん
小
河
汚
は
山
肌
別
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
内
て
お
気
軒
に
と

J
ぐ

マ
時
間
午
性
1
時
知
分
か
い
つ
H
J
M
川別

分
(
一
一
堂
付
午
陪
I
時
台
、
り
l
時
hw
分一

マ
障
し
込
み
山
阿
川
地
セ

-
t
y
i
へ
電
話

可一
サ
4

ぺ…

…
ン
人
一

…中

σ山一

…

げ

佳

子

塁

内

簿

記

語

、

ま

ゃ

ん

什
仲
村
料
、
制
限
必
食
数
宗
一
お
む
を
除
く
}
、

前
日
付
加
制
鋭
、
保
健
闘
の
館
総
な
ど

J
M
2
R凶

g
円
以
門
抑
制
別
総
主
受
け
る
カ
M
M始
前

3
H
即
時
げ
を
こ
れ
明
〈
ど
ち
い
ρ

れ
川
ん
帥
枇
ん
が
は
滋
子
制
階
段
千
肢
の
無
料

品
け
九
う
ー
ぶ
り
か
R

ハ問問、

9
1
H
か
月
間
川
」

LPよ
れ
れ
用
}
返
点
目
品
問
機
で
41μ
い
ま
し
ょ
う

た
ん
ぱ
ば
号
に
よ
る
山
田
み
が
き
絡
線

と
希
望
芸
へ
の
フ
ン
化
物
検
布
を
、
次

的
通
り
行
い
ま
す
九

V
白
時
山
内
約
月
山
ω
u
u
r
，
鴬
〉
午
前
日
時
3

日
特
別
分
午
後
2
時

i3353時

マ
対
象
年
齢

2
歳
ro
か
丹
4
9
1
6
歳

wv
定
員
先
活
2
5
0
お

マ
蹴
買
隅
用
無
料

wv
由
申
込
時
点
泌
総
彼
ハ
ガ
考
仁
住
所
、

氏
お
年
獄
、
係
剖
問
者
名
中
也
語
絵
号

を
記
入
し

9
nけ
日
日
ま
で
に
似
縫
い
て

ン
タ

i
へ
迭
お
叫
に
ら
総
摘
で
十

湖
北
品
開

i
の
M
M

の日刊

〈
湖
北
関
凱
官
僚
ロ
徒
歩

2
分〉

合
同
引

i
i
3
i
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巾
山
、
本
行
刊
の
入
っ
た
山
内
九
一

い
ふ
て
ズ
は
ど
感
染
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
}
ど
ん
も
ケ
カ
で
も
匂
冷
い

L
9
1

ズ
や
め
す
い
々
ザ
へ
い
は
河
合
ソ
け
ま

白
山
町
に
2
人
ヰ
少
さ

か
た
司
)
と
ム
υ
話
せ
山
H

立
心
も
め

ば
え
て
世
界
か
広
か
ウ
ご
い
え
v
ま

?

ヂ
ど
し
d
r
h
n
H
V
総
せ
も
い
時
期
夕
、
大

安
な
却
誌
で
す
が
、
総
本
的
な
生
治
羽
山

出
削
今
身
に
つ
け
さ
せ
る
丈
切
主
時
期
で

千
一
位
接
申
し
込
ん
で
〈
だ
洋
一
円
支
所
に
お
い
て
あ
る
ぷ
』
向
機
持
安
一
行

な
お
、
際
線
機
叫
附
お
i
つ
い
て
は
、
ら
つ
隈
線
機
M
拘
い
名
即
時
を
引
い
覧
く
た
さ
い
a

mm燃
や
一
/
タ
;
、
市
川
町
議
窓
口
息
H
V
各
常
軌
刊
が
す
る
も
め
母
チ
健
康
子
町
怖
と

止
め
予
防
按
後
は
際
線
機
関
TAm-け

て
〈
ど
お
い
今
州
尚
治
則
品
は
滋
南
市
出
問
機
に

申
込
持
が
病
苦
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

9
月
刊
臼
か
ら
意
勢
や
そ
ば
へ

拍
保
帥
此
£
川
い
は
‘
庁
舎
改
絞
め
た
め
の
お
い
て
は
、
二
件
以
子
常
総
け
行
い
ま
す
、

月

u
n〈
一
行
一
か
ら
相
同
庁
人
出
荷
へ
持
転
し
ま
マ
仮
聞
け
機
蹄
設
地
的
市
出
一
戸
宇
高
野

す
れ
ニ
の
た
め
一
部
業
務
二
紋
鍛
液
お
4
2
1
内
H
r
J
R
立
泊
駅
か
り
淀

州
制
品
川
、
除
夜
業
務
等
」
に
つ
い
と
は
、
中
約
一
ル
分
、
亡
国
柏
町
中
学
校
そ
ば
…

9
月
7
H
(月
)
か
ら
9
H吋
刊
行
{
L
L

〉
ま
宮
(
日
記
)
8
8
6
6

で
体
楽
し
ま
す
ゅ
な
お
一
肌
刷
業
務
に
つ

wv
機
一
前
市
民
会
館
大
会
議
案

注
品
一
瓶
事
口
ダ
ラ
ム
本
午
前
の
然
初
年

大
品
訟
の
あ
内
み
古
体
験
ぬ
滋
主
義
的
診

講
演
〈
初
一
れ
出
制
炉
開
叫
倒
神
科
部
長
三
船
英

機
ム
仕
ホ
へ
や
イ
約
ア
ル
ョ
:
ゃ
依
存
男
氏
)
、
体
験
気
長

総
に
M
M
人
て
い
る
こ
家
族
や
本
人
め
い
げ
す
酬
問
い
合
わ
せ
存
生
議

さ
ん
、
断
嵐
会
と
の
め
ぐ
り
あ
い

c
u…

ち
直
っ
た
仲
間
的
カ
絵
い
停
を
き
き
、

河
抽
選
の
乏
し
い
知
織
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

wv
日
時

9
H
6
U
(
臼
)
午
間
同
時
号
、

P

午
後
4
時

マ
賄
隣
諸
就
学
前
ま
で
い
枇
料

r，臼l(¥¥ ;;" 、 '1，1_尚

一

毎
朝
、
お
父
さ
ん
を

超
こ
す
ん
だ
よ

小
林
隼
人
く
ん

(事了

l
窓〉

お
祭
り
大
好
き

ム
チ
に
踊
れ
る
よ

村
上
訴
〈
ん

官
(
布
佐
・

i
捻
4
か
丹
〉

9
m丹
7
際
、
市
民
会
抽
出

状
認
干
脱
出
話
会
で
は
、
発
防
品
川
W

年
を

一
記
念
し
大
会
会
一
深
川
端
し
ま
す
〉
う
お
は

本
人
と
家
侠
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
権
か

ち
と
め
よ
つ
い
ぶ
ち
点
っ
た
か
、
ま
た

今
持
ど
す
生
き
る
か
寺
内
体
験
発
畿
と

専
問
阿
保
れ
の
講
摘
が
あ
り
ま
す
“

〈
略
本
川
崎
・
行
か
月
)

謡
番
ち
ゃ
ん

揮
で
も
ア
ネ
ず
る

か
ま
ね
し
ん
ぽ
。
さ
ん

げ
(
並
木
・

i
仙波

7
か
月
)

松
沢
奨
殺
ち
ゃ
ん

襖
か
ら
晩
ま
で

お
克
ち
ゃ
ん
と

(3) 1告書7.9. 1 
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腕
噌
市
民
閲
骨
盤
館
世
(
制
)
1
1
t
o

内
相
湖
北
台
分
館
官
(
目
別
}
3
0
5
5

粉
布
能
分
節
骨
(
附
}
t
3
1
1

お
は
な
し
会

治
中
小
中
で
儀
礼
た
方
々
が
予
の
ぶ

線
を
後
わ
て
完
成
き
ゼ
た
作
品
℃
j

柑

v
枠
線
開
夜
一
点
、
仁
作
物

V
得
者
九
ゲ
ペ
仲
間
対
応
話
料
開
制
セ
ン
タ

i

時
心
待

V
蜘

州

紛

糾

旬

JHハワ
P
M

け
か
ら
9
持
m

に
去
、
お
っ
て
い
ま
す

布
佐
分
舘

ア
句
、
33330

日
い
い
布
給
分
銭
か
オ
!
フ

2
伊
y
:

、u
f

、J
3
、i
p
叩

戸

を

2

一
?
《
ナ
ト
j
A
P

ハ55d

し
午
鈍
勾

:
一
テ
一
h
e
r
A
;
4
A
j
e
S
i
d
o
n
努

と
ら
績
な
一
て
述
日
ょ
に
宝
、
わ
い
ご
し

た
t

7
月
1
か
月
間
同
に
な
れ
し
た
人
は
持

最
近
、
一
部
由
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
資
源
、
ゴ
ミ
的
山
山
L
方
が
守
ら
れ

て
い
な
い
と
ニ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
資
源
化
事
懇
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
な
し

に
は
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
は
亙
し
く
出
す
よ
う
お
綴
い
し
ま
す
一

以
来
、
市
川
町
内
肌
刊
さ
ん
の
ご
線
開
時
に
よ

っ
て
海
指
し
て
き
ま
し
た
，
し
か
し
、

銭
念
な
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ピ
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収
日

に
由
連
カ
ン
削
用
、
空
ピ
ン
用
の
袋
に
入
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菜
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司
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叩
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又
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仁
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叡
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古
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叫
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